
会
社
存
続
の
危
機
が
訪
れ
た
時
、
先
人
た
ち
の
知
恵
を
ヒ
ン
ト
に
再
建

に
成
功
し
た
石
坂
産
業
。
な
ぜ
三
芳
町
を
愛
し
、
自
然
と
緑
を
守
り
、

地
域
に
還
元
し
て
い
る
の
か
、
社
長
に
話
し
を
う
か
が
い
ま
し
た
。

環
境
を
守
り

地
域
に
愛
さ
れ

想
い
を
還
元
し
た
い

ＴＯＫＡＩＮＡＫＡ三
芳
町
上
富
の
リ
サ
イ

ク
ル
処
理
会
社
、
石

坂
産
業
株
式
会
社
。

２
０
０
２
年
、
窮
地
に
立
た
さ
れ
た

会
社
を
自
分
の
手
で
変
え
た
い
と
、

父
で
あ
る
社
長
に
直
談
判
し
、
わ
ず

か
30
歳
で
社
長
に
就
任
し
た
石
坂
典

子
さ
ん
（
42
）。

　
社
員
教
育
を
断
行
し
た
結
果
、
４

割
の
社
員
が
離
職
。
失
意
の
な
か
、

「
地
域
に
歓
迎
さ
れ
る
、
愛
さ
れ
る

会
社
に
し
た
い
」
と
考
え
、
三
芳
町

を
学
ぶ
た
め
町
内
の
歴
史
民
俗
資
料

館
に
足
を
運
び
ま
し
た
。

　
「
資
料
館
で
三
富
新
田
の
歴
史
を

深
く
知
り
衝
撃
を
受
け
ま
し
た
。
水

が
な
く
荒
れ
果
て
た
荒
野
に
ど
う
す

れ
ば
作
物
を
栽
培
で
き
る
の
か
。
先

人
た
ち
の
知
恵
。
水
が
な
い
か
ら
林

足
元
を
見
て
、
町
の
価
値
を
共
有
・
共
感
し

１
０
０
年
先
の
未
来
を
見
て
い
き
た
い
。

ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ

フ
ル
イ
ン
タ
ー
化

新
規
事
業
化
決
定

企
業
立
地
・
雇
用
促
進

　

６
月
30
日
㈫
、国
土
交
通
省
か
ら
、

関
越
自
動
車
道
三
芳
パ
ー
キ
ン
グ
エ

リ
ア
に
あ
る
三
芳
ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
を

「
フ
ル
イ
ン
タ
ー
化（
以
下
フ
ル
化
）」

と
「
車
種
拡
大
」
に
す
る
事
業
化
決

定
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

　

現
在
は
新
潟
方
面
へ
の
入
口
、
新

潟
方
面
か
ら
の
出
口
の
ハ
ー
フ
運
用

で
、普
通
車
の
み
で
し
た
が
双
方
向
、

12
ｍ
以
内
（
ト
レ
ー
ラ
ー
を
除
く
観

光
バ
ス
・
ト
ラ
ッ
ク
等
）
の
車
が
利

用
可
能
に
な
り
ま
す
。

４
年
後

完
成
予
定

　

フ
ル
化
に
よ
り
「
広
域
ア
ク
セ
ス

に
お
け
る
利
便
性
の
向
上
」
を
は
じ

め
「
経
済
の
好
循
環
や
一
層
の
企
業

立
地
促
進
」、「
企
業
誘
致
に
よ
る
雇

用
促
進
や
民
間
投
資
の
喚
起
」
と

い
っ
た
効
果
が
見
込
ま
れ
る
一
方
、

５
年
後
に
行
わ
れ
る
東
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
で
は
世
界
中
の
人
が
三
芳
町

を
訪
れ
、
町
の
魅
力
に
触
れ
る
チ
ャ

ン
ス
。
フ
ル
化
は
地
域
活
性
化
、
三

芳
町
の
知
名
度
ア
ッ
プ
に
な
る
こ
と

が
期
待
さ
れ
ま
す
。

産業廃棄物を資源に。産業
廃棄物の減量化・再資源化
95％を達成、全天候型独立
総合プラントの石坂産業株式
会社。三芳町で、社会貢献
型の環境保全活動を
行っています。

MPA代表＆中小企業診断士

➋今年の３月にパシフィコ横浜で行われた里山里海
movement のイベント。町とコラボしブース出展。➌
社会見学の様子。三富今昔村内には昔懐かしい自動車
も展示。➍リサイクル処理の様子も見学できる。➎薬
草足湯も楽しめる。➏三富今昔語べ館外観。利用には
予約が必要。

夜の関越自動車道。三芳ＰＡ入口が左側に見える。

➊わずか 30歳で社長に就任した石坂典子社長。社内にて撮影。

スマートＩＣとは

石坂産業株式会社

秋島 一雄さん

を
作
り
地
下
水
を
く
み
上
げ
る
。
さ

ら
に
落
ち
葉
を
堆
肥
と
し
て
利
用

し
、
リ
サ
イ
ク
ル
す
る
。
ま
さ
に
三

芳
町
の
先
人
た
ち
は
自
然
を
活
か
し

た
戦
略
家
だ
っ
た
ん
で
す
」
と
石
坂

さ
ん
は
話
し
「
諦
め
ず
に
考
え
る
、

無
か
っ
た
ら
作
れ
ば
い
い
。
失
意
の

ど
ん
底
だ
っ
た
私
に
光
を
与
え
て
く

れ
ま
し
た
。
産
廃
と
は
対
極
の
〝
自

然
”
と
共
生
し
、
資
源
を
活
か
し
た

リ
サ
イ
ク
ル
を
す
る
。
こ
れ
こ
そ
が

会
社
再
建
の
鍵
に
な
る
と
確
信
し
ま

し
た
」
と
続
け
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
環
境
に
配
慮
し
た
燃
や

さ
な
い
産
業
廃
棄
物
処
理
を
研
究
開

発
し
、
リ
サ
イ
ク
ル
化
率
平
均
95
％

を
達
成
。
危
機
的
状
況
か
ら
年
商

41
億
円
の
大
企
業
に
躍
進
し
、
ご
み

に
し
な
い
技
術
は
海
外
か
ら
視
察
が

来
る
な
ど
、
今
世
界
か
ら
注
目
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
上
富
の
自
然
豊
か
な
環
境
で
過
ご

し
た
子
ど
も
の
こ
ろ
の
記
憶
。
先
人

や
地
域
へ
の
感
謝
の
思
い
は
、
里
山

ア
ミ
ュ
ー
ズ
メ
ン
ト
パ
ー
ク
「
三
富

今
昔
村
」
を
誕
生
さ
せ
ま
し
た
。

　
「
こ
れ
ま
で
の
環
境
・
地
域
貢
献

の
取
り
組
み
を
集
約
さ
せ
、
だ
れ
で

も
三
富
の
豊
か
な
自
然
を
楽
し
ん
で

も
ら
う
た
め
に
昨
年
オ
ー
プ
ン
し
ま

し
た
。
ご
み
に
し
な
い
技
術
を
誰
で

も
体
験
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
江

戸
時
代
の
知
恵
と
現
代
の
技
術
を
つ

な
ぐ
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
を
し
た
か
の

よ
う
な
こ
の
施
設
。
気
づ
き
は
発
見

へ
、
発
見
は
学
び
に
。
生
物
多
様
性

も
学
べ
る
三
富
今
昔
村
は
『
人
を
育

て
る
村
』
な
ん
で
す
」
と
い
う
石
坂

さ
ん
。
こ
う
し
た
試
み
は
雇
用
促
進

に
つ
な
が
り
、
す
で
に
三
富
今
昔
村

運
営
で
約
30
人
社
員
を
増
や
し
て
い

ま
す
。

　
「
今
年
の
秋
に
新
し
い
施
設
交
流

プ
ラ
ザ
を
完
成
さ
せ
、
事
業
拡
大
を

図
り
ま
す
。
そ
れ
に
と
も
な
い
障
が

い
者
雇
用
を
行
う
予
定
で
す
」。
石

坂
さ
ん
が
考
え
る
町
の
未
来
を
う
か

が
い
ま
し
た
。

　
「
東
京
か
ら
一
番
近
い
町
で
あ
る

に
も
関
わ
ら
ず
、
田
舎
の
雰
囲
気
が

あ
る
の
は
魅
力
の
ひ
と
つ
だ
と
思
い

ま
す
。
足
元
を
見
て
、
町
を
知
り
、

価
値
を
共
有
・
共
感
し
て
い
く
こ
と

が
と
っ
て
も
大
切
な
こ
と
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
町
の
こ
と
に
関
心
を

持
ち
、
住
民
が
魅
力
を
感
じ
、
住
ん

で
い
て
楽
し
い
と
思
え
る
よ
う
に

１
０
０
年
先
の
未
来
を
見
て
、
町
ぐ

る
み
で
盛
り
上
げ
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
」。

●➊

●➋●➌

●➍

●➏

●➎

ＥＴＣ専用インターチェンジ。サービ
ス・パーキングエリア内に設置すること
で建設・管理費用抑制。利便性向上のほ
か、通過地点でしかなかった地域を活性
化させることも期待され、三芳町では平
成 18年からハーフ運用を実施。

◀
三
芳
ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
新
潟
方
面
入
口
。

ふらっと都内から来れるアクセスの
良さ、日帰りで自然豊かな町を

体験できるのは、三芳町の武器だと思い
ます。町に訪れた人を何度も足を運ぶリ
ピーターとするために、未来を見据えた
取り組みを考えることが重要。しっかり
とした戦略を練り、一過性のイベントで

終わらせず、町の魅力を感じ、何
度でも訪れたくなる仕掛けを
創っていく必要があります。

お手軽な自然がある町
▶中小企業診断のプロ集団MPAに聞く


